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国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

■ 2020 年度 ಼ࠅডᡊ研究ं 

ຓ⼦ʤ関੤学Ӆ⼤学ほかʥ国際シンポジウムʰ開൅・教育・ジェンダー࡜⼤ ʤɦ48 นࢂলʥ 

⾼নߵ಺ʤ国際خಞ教⼤学ʥ国際シンポジウムʰ開൅・教育・ジェンダー ʤɦ48 นࢂলʥ 

௱৪あͰみʤ໎࣑学Ӆ⼤学ʥIGS セミナーʰData Reporting as Care Infrastructure ʤɦ51 นࢂলʥ 

൩ඎਇي⼦ʤ⼀ڰ⼤学ʥIGS セミナーh ธ国移຿؇理Ϫジーム下でのトランスナショナルなऀ会ۯ間の࠸ฦʱ
ʤ53 นࢂলʥ 

⼤໼੡ྒྷʤೖ本学ढ़৾ڷ会ಝพ研究ҽ RPDʥIGS セミナーʰธ国移຿؇理Ϫジーム下でのトランスナショナ
ルなऀ会ۯ間の࠸ฦ ʤɦ53 นࢂলʥ 

ฤࢃѧنʤᘒڢ⼤学ʥIGS セミナーʰϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθム ʤɦ57 นࢂলʥ 

ґీٳඔ⼦ʤ⼤ࡗැཱི⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ґ౽るりʤ௣ీग़⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ঘϴ୫એุʤフェリス⼥学Ӆ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

中⼒えりʤ࿪ޭ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ʤ⼤⽉୻期⼤学ʥIGSࢮ理࡜ٸ セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ঘ井ౖঞ޼ʤ⼀ڰ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ਁએߵ⼦ʤ同ऀࢦ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ਁ໎⼦ʤযೈי૖ҫྏ⼤学ʥIGS セミナーʰ⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃ ʤɦ62 นࢂলʥ 

後౽ߔ⼦ʤ๑੕⼤学ʥIGS セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

ഗ֠એਚʤ੪ࢃ学Ӆ⼥⼦୻期⼤学ʥIGS セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

ཱིઔ ݁ʤ成৕⼤学ʥIGS セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

ʤ๑੕⼤学ʥIGSݫ ௫ݚ セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

リοϡ・オーリʤએཁ⼤学ʥIGS セミナーʰGender MattersʁBeing a Foreign Academic in Japan ʤɦ70 นࢂলʥ 
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ᩍ⫱プロジェクト 

▶ 2020 年度 ,*6 ઒೜ʀಝ೜گҽ୴౲ٝߪ────────────── 
ʮਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռദغޛ࢞՟ఖジェンダーָࡏ研究઒ߊʯ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 

ʨՌ໪名ʩ⽐較੕࣑࿨ʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩジェンダー関࿊の研究に取りૌΞでいるദ࢞後期Ӆ⽣を対েに研究൅නと࿨ชࣧජを໪的とするκミ。期
຦には研究࿨ชを̏本׮成させることを໪的とする。 

ʨՌ໪名ʩジェンダー学際研究ๅࠄʤ൅ఴʥʤ通年不定期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩジェンダー学際研究઒ߊのドクνーӅ⽣を対েに࿨ช指導をߨう。 

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 

ʨՌ໪名ʩジェンダー੕ࡃܨ࣑学ʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ国際ऀ会学やフェミωストࡃܨ学のなかの移動とジェンダーに関わる課題をѽったτΫストのߪಣを通ͣ
て、フェミωスト・ΠプローοにخͰく実ৄ的ऀ会Ռ学研究の⼿๑について学΁。 

ʨՌ໪名ʩジェンダー੕ࡃܨ࣑学ԍसʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ国際ऀ会学やフェミωストࡃܨ学のなかのࢊ⽣࠸྘Үとジェンダーに関わる課題をѽったτΫストのߪಣ
を通ͣて、フェミωスト・ΠプローοにخͰく実ৄ的ऀ会Ռ学研究の⼿๑について学΁。 

 

ʮਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռദ࢞઴غ՟ఖジェンダーऀճՌָ઒ߊʯ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 

ʨՌ໪名ʩフェミωθム理࿨の૬点ʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ初学者を対েに、ジェンダー֕೨のેخ的எࣟを؜め、1990 年代以߳のフェミωθム理࿨の新たな൅ఴ期に
お͜る重要な理࿨的૬点の理解を໪的とする。h Gender, Sexuality, and Violence against Women and MinoritiesʱをτーϜにชݛ
߬ಣ、ゲストٝߪ、グループワークをߨう。ಝに Sexuality に関する٠࿨がジェンダー֕೨とどう交ࠫするのかྼ࢛的、理࿨
的にࡱߡし、今ೖ世界的に広がっているジェンダー・セクシϣΠリτィーポリτィクスのあり༹についてݗ౾する。 

ʨՌ໪名ʩフェミωθム理࿨の૬点・ԍसʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ前期に続き、フェミωθムやジェンダー研究のેخ的֕೨やஎࣟを理解した上で、1990 年代以߳のフェミ
ωθム理࿨の新たな൅ఴ期以߳取り上げられてきた重要な理࿨的૬点に取りૌみ、ೖ本ٶޢびӵޢชݛをಣΞでいく。 

ʨՌ໪名ʩ国際ऀ会ジェンダー࿨ԍसʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ開൅とジェンダーにかかわる課題܊の෾ੵの๏๑や視࠴にخͰき、海外ٶび国内のフィールド調査からಚ
たデーνの෾ੵする能⼒をകう。ชݛを൹൓的にಣみ解くとともに、各ࣙの研究࿨ชをް果的にプϪκンτーションする
࿇सなど、研究者として必要なخ本的な能⼒をਐにつ͜る。 

ʨՌ໪名ʩಝพ研究ʤ઒ߊ必修ʥʤ通年不定期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ各ਕのτーϜの修࢞࿨ชのࡠ成にܐわる研究をߨう。指導教ҽの下に、その研究に関して重要࿨ชなどの
ࠄ会でのๅࠄうなどのԍसのほか、また年数յの修࿨ๅߨ൹൓をޕ૮・׷Ԣ༽෾ੵの⼿๑について、қ⾒交、౾ݗ、ಣߪ
を課し、修࢞࿨ชの׮成をਦる。 

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 
ʨՌ໪名ʩジェンダーેخ࿨ʤ઒ߊ必修ʥʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩジェンダーऀ会Ռ学઒ߊのخ本ٝߪとして、フェミωスト・Πプローοの重要性と༙ް性を学΁とともに、
ジェンダー視点にخͰくऀ会Ռ学研究のࣻఖの広がりを理解することを໪指していく。また、ชࣁݛྋのफ集やชݛリス
トのࡠ成๏๑、プϪκンτーションのٗ๑など、ジェンダーऀ会Ռ学઒ߊでの⼤学Ӆ⽣活に必要なスΫルを実ભ的にਐに
஥͜るʤ઒ߊ必修Ռ໪ʥ。 

 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ʨՌ໪名ʩジェンダーऀ会ࡃܨ学ԍसʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ൹൓的なชݛのಣみを通ͣて、ऀ会ࡃܨ構ଆのร動とジェンダーに関わる理࿨的・実ৄ的研究や、フェミ
ωスト・Πプローοによるݳ状෾ੵの⼿๑を学΁。 

൚Ҭ߁໎ʤಝ೜ࢥߪʥ 
ʨՌ໪名ʩ国際ऀ会ジェンダー࿨ʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩAIT ワークショップʤ本ๅࠄॽ 94〜95 นࢂলʥࢂՅ者に向͜て、গ来、NGO や国際機関で国際ڢ⼒の࢕
事につくことや、国内外を໲わͥ஋⼥ڠ同ࢂժਬ進ঀ機関でಉくこと、あるいは研究者としての⼒をകうことをس๮する
ਕࡒの育成をқਦして、国際ऀ会にお͜るジェンダーの໲題を、౏上国ࢩԋや࣍続可能な教育などを実ભしているݳ場の
੢を聴きつつ、理࿨的にݗ౾するのが主題である。ҡชԿにお͜るジェンダー֕೨やฑ等֕೨、フェミωθム的視点の༙
ް性をݗ࠸౾し、各ࣙのジェンダー理解をϔラッシϣΠップすることが໪ඬである。 

 
ʮָ෨ʯ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 
ʨՌ໪名ʩ⽐較ジェンダー࿨ʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩジェンダー視点でೖ本や国際ऀ会の໲題を⽐較的にࡱߡする。ชݛ、視聴ְࣁྋ、グループワーク、ゲス
トスピーカーのٝߪなどを؜΋多༹な๏๑で൹൓的視点をകうのを໪的とする。 

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 

ʨՌ໪名ʩグローバルԿと࿓ಉᶙʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩᶅグローバルԿというݳেについてஎ⾒を਄める。とりわ͜ジェンダーの視点からこのݳেを൹൓的にߡ
する。ᶆグローバルԿのなかで、ೖ本および世界のঀ地Үにおいて、⼥性と஋性の࿓ಉがどのようにรԿしてきたのかࡱ
を理解する。 

ʨՌ໪名ʩグローバルԿと࿓ಉᶚʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩグローバルԿと࿓ಉに関わる理࿨的ชݛをસҽでߪಣし、౾࿨する。とりわ͜フェミωスト・Πプローο
にخͰく研究のட੷に੷ۅ的に΀れ、グローバルԿというݳেがジェンダー、Φスωシτィ、ϋーション、֌څ、セクシ
ϣΠリτィ等のࠫพの交ࠫ性ʤインνーセクショナリτィʥと不可෾に݃びついていることを理解する。 

ʨՌ໪名ʩグローバルชԿ学実सᶚʤ通年不定期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩグローバルชԿ学؂がਬওする༹々な機会をમび、τーϜを決めて実सをߨうことで、ชԿ的多༹性につ
いての໲題қࣟを཈い、グローバルࢤ຿へのો཈をਐにつ͜ることを໪的とする。事前の学स、事後ๅࠄをٝ務Ͱ͜る。 

ʨՌ໪名ʩグローバルชԿ学૱࿨ʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ್度の世界⼤કをݩܨしたਕྪは、こうした൷ܸを್度と܃りศすまいと、対ཱིからڠ⽣に向͜て新たな
ิみを始めた。しかしながら、ۛ年のΠジΠ、Πϟリカ、中౨、Ϧーロッパでًきている༹々な事݇は΋しろ、移຿や難
຿から໵ރを閉͡したり、対࿫ではなく෤⼒による解決をٽめたりするなど、ڠ⽣はおろか࠸び対ཱིへのಕへとٱ戻りし
ている༹૮をఆしている。ક後௧いٽめてきたڠ⽣は⾒果てͷໂにす͙なかったのか。グローバルชԿ学؂の教ҽが、そ
れͩれの෾໼から৚ๅ఑ڛしつつ、ڠに解決のಕ۔をໝࡩする。 

ʨՌ໪名ʩジェンダー̐ グローバルࡃܨとジェンダーʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩᶅࡃܨのグローバルԿが私たちの⽣ଚのありかたにどのような影響をもたらしてきたのかを、ジェンダー
の視点からݗ౾するᶆフェミωθムがࡃܨのグローバルԿをどのように൹൓してきたのかを学び、ࣙらのஎ的実ભにخ
Ͱいてそのқٝについてࡱߡする。 

ʨՌ໪名ʩ国際開൅࿨ᶚʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩグローバルԿと࿓ಉに関わる理࿨的ชݛをસҽでߪಣし、౾࿨する。とりわ͜フェミωスト・Πプローο
にخͰく研究のட੷に੷ۅ的に΀れ、グローバルԿというݳেがジェンダー、Φスωシτィ、ϋーション、֌څ、セクシ
ϣΠリτィ等のࠫพの交ࠫ性ʤインνーセクショナリτィʥと不可෾に݃びついていることを理解する。 
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൚Ҭ߁໎ʤಝ೜ࢥߪʥ 
ʨՌ໪名ʩ国際ऀ会ジェンダー࿨ʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩAIT ワークショップʤ本ๅࠄॽ 94〜95 นࢂলʥࢂՅ者に向͜て、গ来、NGO や国際機関で国際ڢ⼒の࢕
事につくことや、国内外を໲わͥ஋⼥ڠ同ࢂժਬ進ঀ機関でಉくこと、あるいは研究者としての⼒をകうことをس๮する
ਕࡒの育成をқਦして、国際ऀ会にお͜るジェンダーの໲題を、౏上国ࢩԋや࣍続可能な教育などを実ભしているݳ場の
੢を聴きつつ、理࿨的にݗ౾するのが主題である。ҡชԿにお͜るジェンダー֕೨やฑ等֕೨、フェミωθム的視点の༙
ް性をݗ࠸౾し、各ࣙのジェンダー理解をϔラッシϣΠップすることが໪ඬである。 

 
ʮָ෨ʯ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 
ʨՌ໪名ʩ⽐較ジェンダー࿨ʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩジェンダー視点でೖ本や国際ऀ会の໲題を⽐較的にࡱߡする。ชݛ、視聴ְࣁྋ、グループワーク、ゲス
トスピーカーのٝߪなどを؜΋多༹な๏๑で൹൓的視点をകうのを໪的とする。 

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 

ʨՌ໪名ʩグローバルԿと࿓ಉᶙʤ後期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩᶅグローバルԿというݳেについてஎ⾒を਄める。とりわ͜ジェンダーの視点からこのݳেを൹൓的にߡ
する。ᶆグローバルԿのなかで、ೖ本および世界のঀ地Үにおいて、⼥性と஋性の࿓ಉがどのようにรԿしてきたのかࡱ
を理解する。 

ʨՌ໪名ʩグローバルԿと࿓ಉᶚʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩグローバルԿと࿓ಉに関わる理࿨的ชݛをસҽでߪಣし、౾࿨する。とりわ͜フェミωスト・Πプローο
にخͰく研究のட੷に੷ۅ的に΀れ、グローバルԿというݳেがジェンダー、Φスωシτィ、ϋーション、֌څ、セクシ
ϣΠリτィ等のࠫพの交ࠫ性ʤインνーセクショナリτィʥと不可෾に݃びついていることを理解する。 

ʨՌ໪名ʩグローバルชԿ学実सᶚʤ通年不定期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩグローバルชԿ学؂がਬওする༹々な機会をમび、τーϜを決めて実सをߨうことで、ชԿ的多༹性につ
いての໲題қࣟを཈い、グローバルࢤ຿へのો཈をਐにつ͜ることを໪的とする。事前の学स、事後ๅࠄをٝ務Ͱ͜る。 

ʨՌ໪名ʩグローバルชԿ学૱࿨ʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩ್度の世界⼤કをݩܨしたਕྪは、こうした൷ܸを್度と܃りศすまいと、対ཱིからڠ⽣に向͜て新たな
ิみを始めた。しかしながら、ۛ年のΠジΠ、Πϟリカ、中౨、Ϧーロッパでًきている༹々な事݇は΋しろ、移຿や難
຿から໵ރを閉͡したり、対࿫ではなく෤⼒による解決をٽめたりするなど、ڠ⽣はおろか࠸び対ཱིへのಕへとٱ戻りし
ている༹૮をఆしている。ક後௧いٽめてきたڠ⽣は⾒果てͷໂにす͙なかったのか。グローバルชԿ学؂の教ҽが、そ
れͩれの෾໼から৚ๅ఑ڛしつつ、ڠに解決のಕ۔をໝࡩする。 

ʨՌ໪名ʩジェンダー̐ グローバルࡃܨとジェンダーʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩᶅࡃܨのグローバルԿが私たちの⽣ଚのありかたにどのような影響をもたらしてきたのかを、ジェンダー
の視点からݗ౾するᶆフェミωθムがࡃܨのグローバルԿをどのように൹൓してきたのかを学び、ࣙらのஎ的実ભにخ
Ͱいてそのқٝについてࡱߡする。 

ʨՌ໪名ʩ国際開൅࿨ᶚʤ前期ʥ 
ʨ主題と໪ඬʩグローバルԿと࿓ಉに関わる理࿨的ชݛをસҽでߪಣし、౾࿨する。とりわ͜フェミωスト・Πプローο
にخͰく研究のட੷に੷ۅ的に΀れ、グローバルԿというݳেがジェンダー、Φスωシτィ、ϋーション、֌څ、セクシ
ϣΠリτィ等のࠫพの交ࠫ性ʤインνーセクショナリτィʥと不可෾に݃びついていることを理解する。 
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ᩍ⫱プロジェクト 

⾥ 2020 年度୉ָӅʤਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռʥ 
ദ࢞઴غ՟ఖʤ峅岴崀峍屎ऀճՌָ઒ߊʥर྅  ं
ദغޛ࢞՟ఖʤ峅岴崀峍屎ָڂݜࡏ઒ߊʥָҒखಚ  ं

  
ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究をਬ進する࣏世代の研究者育成もߨってい

る。,*6 所଒教ҽの指導のもと、2020 年度は以下のӅ⽣がദ࢞前期課ఖを修྅した。 

 

ദ࢞઴غ՟ఖʤジェンダーऀճՌָ઒ߊʥर྅ं 
 

ʴࢱ名ʵ҈౽ ਇ༟ඔ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵೖຌ͹ۜ༧ؖؽͶ͕͜Ζ఺ۊ੏度͹ジェンダー෾ੵ 
ʴ要ࢭʵ 

本研究はೖ本で఺ۊが⼀ൢԿしたഐܢとそのޯࡓについてՊ෗⻑੏やミλジωーʤ⼥性㚿視ʥなどの
ジェンダー࿨の؏点からࡱߡし、఺ۊがਕ事੏度ٶびૌ৭構ଆに༫える影響ดびにジェンダー・パνー
ンの実態について໎らかにするものである。ชݛ調査とೖ本のۜ༧機関 8 ऀにおいて఺ݩܨۊをもつ஋
⼥ 12 ਕにൔ構ଆԿインνビϣーを実施した。఺ۊを઀り޳としてೖ本型ߨ׵༼ޑにお͜る課題をᖲり
ड़し、໲題の解決に向͜た⼀ঁとなることを期待している。 
 

ʴࢱ名ʵ⾼ڰ ຓඔ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵ੕ࡨͶ͕͜Ζިࠫ੓෾ੵ͹༙ް੓ͳ՟ୌͶؖͤΖࡱߡʗ஦ୂࢩԋを事ྭͶʗ 
ʴ要ࢭʵ 

ਕ々の⽣きたݩܨの෵ࡸさを⾒ཚとすことなく、いかにそれͩれの⽣の改善に向͜、੕策を༙ްに構
஛・実施することができるのかという໲題қࣟのもと、h 交ࠫ性 のɦ֕೨に஥໪し、੕策にお͜る交ࠫ性
෾ੵの༙ް性と課題に関してࡱߡをߨった。ࡱߡに当たっては、ೖ本のऑ者ࢩԋ੕策の中でਬ進されて
いる中ୂࢩԋを۫ର的な事例に、交ࠫ性෾ੵをߨった。 
 

ʴࢱ名ʵᖝీ ਇ理 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵঃ੓٠ҽͶଲͤΖΨンϧ΢ンʀύϧηϟンφ͹෾ੵʗ౨ښ౐ݟۆ࡝;ٶ͹໼ౚঃ੓
٠ҽをଲেͳしͪ事ྭ研究ʗ 

ʴ要ࢭʵ 
オンライン・ύラスϟントのνーゲットにされる⼥性٠ҽは数多くଚࡑするが、関࿊研究はࡑݳほと

Ξどଚࡑせͥ、その実態は໎らかになっていない。本研究では、٠会を構成するϟンバーのうち、h ⼥
性 、ɦh 地๏٠会٠ҽ 、ɦh ࣙ຿ౚとޮ໎ౚ以外の੕ౚ 、ɦh 年ྺがऑいʤ50 ࡂ以下ʥɦ という଒性を࣍つਕ
たちに஭໪して、そのਕたちがオンライン上でݩܨしているύラスϟントの実態や構ଆを໎らかにする。 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 
ʴࢱ名ʵ⻑୫ઔ ॹँ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵؘ ๑ࢯےʗʰใׇ的ࠫพ߇ѳͶଲͤΖ੓的ঙ਼ं͹ఏݑͶ͕͜Ζಋ੓Ѭࠅ をɦΌ͛Ζ
࿨૬͖Δʗ 

ʴ要ࢭʵ 
2000 年代以߳のؘ国ऀ会において、ྼ࢛的・੕࣑的にட੷され、නड़した同性Ѭݑѳに対して、性的

ঙ数者はどのようにఏ߇できるのか。ؘ国にお͜るʰクィΠʤਮ߭ʥɦ に஭໪し、性的ঙ数者はʰ൓พ不
可能ʱな者として、຿主主ٝのܿؗをึ׮するプロセスのなかで、ޕいのࠫҡを໲題Կしながら、ݽ定
Կされたو൥やҒ置を༵るがし、ݑѳやഋঈのخ൭そのものを֩ཛྷする可能性を࣍っていることを໎ら
かにした。 
 

ʴࢱ名ʵඡ 新ӏ 
ʴ指導教ҽʵ⼤ܛ࢛ ڰʤIGS ०教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵ୉࿊͹୉ָਫ਼͹म৮׈ಊͶ͕͜Ζジェンダーࠫพʗೖຌޢ઒ߊ͹ঃָࢢਫ਼ͳγーϑ
ηʀΠΤφλーεンήࢊ業Ͷ஭⽬してʗ 

ʴ要ࢭʵ 
本研究は、中国・⼤࿊ࢤの⼤ଖ⼥性が就৮においてݩܨしているジェンダーࠫพについて、この地Ү

のࢊײخ業であるೖ本向͜γービス・Πウトλーシングࢊ業に঱点をあてて実ৄ的にݗ౾するものであ
る。۫ର的には、ชݛ研究にՅえ、2020 年 8 ⽉から 10 ⽉にか͜て⼥性 8 名、஋性 1 名の調査対ে者に
対してߨったൔ構ଆԿインνビϣーにخͰき、⼤࿊の⼤学でೖ本ޢを学Ξだ⼥性たちが就৮においてܨ
 。しているࠫพの実態をあきらかにしたݩ
 
 
˖ IGS 所଒教ҽが副査を務めた 2020 年度ദ࢞前期課ఖ修྅者・ദ࢞後期課ఖ学Ғ取ಚ者と࿨ชν
イトル 
 

ദ࢞઴غ՟ఖʤジェンダーऀճՌָ઒ߊʥर྅ं 
ʴࢱ名ʵࢃ؛ ཇ⼦ 
ʴ副査ʵ⼤ܛ࢛ ڰʤIGS ०教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵϜンΪͶ͕͜Ζジェンダーනݳ͹ேકʗघ௫ࡠ඾ͳണඎࡠ඾Ͷ͕͜Ζඉఱܗ੓พΫ
ϡϧένー͹෾ੵ͖Δʗ 
 

ദغޛ࢞՟ఖʤジェンダーָࡏ研究઒ߊʥָҒखಚं 
ʴࢱ名ʵࢃ本 ࠭س 
ʴ副査ʵ⼤ܛ࢛ ڰʤIGS ०教授ʥ 
ʴദ࿨νイトルʵh ͵Ξͳ͖ΏΖʱ͞ͳͲ૓ΔΗΖೖ৙ʗݳେΠϩジェϨΠঃ੓͹༙ঊՊ಼࿓ಉͶΊΖ
ࣰભ的કढ़ 
 
 

 

⾥ 2020 年度୉ָӅʤਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռʥ 
ദ࢞઴غ՟ఖʤ峅岴崀峍屎ऀճՌָ઒ߊʥर྅  ं
ദغޛ࢞՟ఖʤ峅岴崀峍屎ָڂݜࡏ઒ߊʥָҒखಚ  ं

  
ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究をਬ進する࣏世代の研究者育成もߨってい

る。,*6 所଒教ҽの指導のもと、2020 年度は以下のӅ⽣がദ࢞前期課ఖを修྅した。 

 

ദ࢞઴غ՟ఖʤジェンダーऀճՌָ઒ߊʥर྅ं 
 

ʴࢱ名ʵ҈౽ ਇ༟ඔ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤ,*6 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵೖຌ͹ۜ༧ؖؽͶ͕͜Ζ఺ۊ੏度͹ジェンダー෾ੵ 
ʴ要ࢭʵ 

本研究はೖ本で఺ۊが⼀ൢԿしたഐܢとそのޯࡓについてՊ෗⻑੏やミλジωーʤ⼥性㚿視ʥなどの
ジェンダー࿨の؏点からࡱߡし、఺ۊがਕ事੏度ٶびૌ৭構ଆに༫える影響ดびにジェンダー・パνー
ンの実態について໎らかにするものである。ชݛ調査とೖ本のۜ༧機関 � ऀにおいて఺ݩܨۊをもつ஋
⼥ �� ਕにൔ構ଆԿインνビϣーを実施した。఺ۊを઀り޳としてೖ本型ߨ׵༼ޑにお͜る課題をᖲり
ड़し、໲題の解決に向͜た⼀ঁとなることを期待している。 
 

ʴࢱ名ʵ⾼ڰ ຓඔ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤ,*6 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵ੕ࡨͶ͕͜Ζިࠫ੓෾ੵ͹༙ް੓ͳ՟ୌͶؖͤΖࡱߡʗ஦ୂࢩԋを事ྭͶʗ 
ʴ要ࢭʵ 

ਕ々の⽣きたݩܨの෵ࡸさを⾒ཚとすことなく、いかにそれͩれの⽣の改善に向͜、੕策を༙ްに構
஛・実施することができるのかという໲題қࣟのもと、h 交ࠫ性 のɦ֕೨に஥໪し、੕策にお͜る交ࠫ性
෾ੵの༙ް性と課題に関してࡱߡをߨった。ࡱߡに当たっては、ೖ本のऑ者ࢩԋ੕策の中でਬ進されて
いる中ୂࢩԋを۫ର的な事例に、交ࠫ性෾ੵをߨった。 
 

ʴࢱ名ʵ⅕ీ ਇ理 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤ,*6 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵঃ੓٠ҽͶଲͤΖΨンϧ΢ンʀύϧηϟンφ͹෾ੵʗ౨ښ౐ݟۆ࡝;ٶ͹໼ౚঃ੓
٠ҽをଲেͳしͪ事ྭ研究ʗ 

ʴ要ࢭʵ 
オンライン・ύラスϟントのνーゲットにされる⼥性٠ҽは数多くଚࡑするが、関࿊研究はࡑݳほと

Ξどଚࡑせͥ、その実態は໎らかになっていない。本研究では、٠会を構成するϟンバーのうち、h ⼥
性 、ɦh 地๏٠会٠ҽ 、ɦh ࣙ຿ౚとޮ໎ౚ以外の੕ౚ 、ɦh 年ྺがऑいʤ�� ࡂ以下ʥɦ という଒性を࣍つਕ
たちに஭໪して、そのਕたちがオンライン上でݩܨしているύラスϟントの実態や構ଆを໎らかにする。 
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ᩍ⫱プロジェクト 

⾥ 2020 年度୉ָӅʤਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռʥ 
ദ࢞઴غ՟ఖʤ峅岴崀峍屎ऀճՌָ઒ߊʥर྅  ं
ദغޛ࢞՟ఖʤ峅岴崀峍屎ָڂݜࡏ઒ߊʥָҒखಚ  ं

  
ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究をਬ進する࣏世代の研究者育成もߨってい

る。,*6 所଒教ҽの指導のもと、2020 年度は以下のӅ⽣がദ࢞前期課ఖを修྅した。 

 

ദ࢞઴غ՟ఖʤジェンダーऀճՌָ઒ߊʥर྅ं 
 

ʴࢱ名ʵ҈౽ ਇ༟ඔ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵೖຌ͹ۜ༧ؖؽͶ͕͜Ζ఺ۊ੏度͹ジェンダー෾ੵ 
ʴ要ࢭʵ 

本研究はೖ本で఺ۊが⼀ൢԿしたഐܢとそのޯࡓについてՊ෗⻑੏やミλジωーʤ⼥性㚿視ʥなどの
ジェンダー࿨の؏点からࡱߡし、఺ۊがਕ事੏度ٶびૌ৭構ଆに༫える影響ดびにジェンダー・パνー
ンの実態について໎らかにするものである。ชݛ調査とೖ本のۜ༧機関 8 ऀにおいて఺ݩܨۊをもつ஋
⼥ 12 ਕにൔ構ଆԿインνビϣーを実施した。఺ۊを઀り޳としてೖ本型ߨ׵༼ޑにお͜る課題をᖲり
ड़し、໲題の解決に向͜た⼀ঁとなることを期待している。 
 

ʴࢱ名ʵ⾼ڰ ຓඔ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵ੕ࡨͶ͕͜Ζިࠫ੓෾ੵ͹༙ް੓ͳ՟ୌͶؖͤΖࡱߡʗ஦ୂࢩԋを事ྭͶʗ 
ʴ要ࢭʵ 

ਕ々の⽣きたݩܨの෵ࡸさを⾒ཚとすことなく、いかにそれͩれの⽣の改善に向͜、੕策を༙ްに構
஛・実施することができるのかという໲題қࣟのもと、h 交ࠫ性 のɦ֕೨に஥໪し、੕策にお͜る交ࠫ性
෾ੵの༙ް性と課題に関してࡱߡをߨった。ࡱߡに当たっては、ೖ本のऑ者ࢩԋ੕策の中でਬ進されて
いる中ୂࢩԋを۫ର的な事例に、交ࠫ性෾ੵをߨった。 
 

ʴࢱ名ʵᖝీ ਇ理 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵঃ੓٠ҽͶଲͤΖΨンϧ΢ンʀύϧηϟンφ͹෾ੵʗ౨ښ౐ݟۆ࡝;ٶ͹໼ౚঃ੓
٠ҽをଲেͳしͪ事ྭ研究ʗ 

ʴ要ࢭʵ 
オンライン・ύラスϟントのνーゲットにされる⼥性٠ҽは数多くଚࡑするが、関࿊研究はࡑݳほと

Ξどଚࡑせͥ、その実態は໎らかになっていない。本研究では、٠会を構成するϟンバーのうち、h ⼥
性 、ɦh 地๏٠会٠ҽ 、ɦh ࣙ຿ౚとޮ໎ౚ以外の੕ౚ 、ɦh 年ྺがऑいʤ50 ࡂ以下ʥɦ という଒性を࣍つਕ
たちに஭໪して、そのਕたちがオンライン上でݩܨしているύラスϟントの実態や構ଆを໎らかにする。 
  

2020 年度 
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ʴࢱ名ʵ⻑୫ઔ ॹँ 
ʴ指導教ҽʵ申 ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵؘ ๑ࢯےʗʰใׇ的ࠫพ߇ѳͶଲͤΖ੓的ঙ਼ं͹ఏݑͶ͕͜Ζಋ੓Ѭࠅ をɦΌ͛Ζ
࿨૬͖Δʗ 

ʴ要ࢭʵ 
2000 年代以߳のؘ国ऀ会において、ྼ࢛的・੕࣑的にட੷され、නड़した同性Ѭݑѳに対して、性的

ঙ数者はどのようにఏ߇できるのか。ؘ国にお͜るʰクィΠʤਮ߭ʥɦ に஭໪し、性的ঙ数者はʰ൓พ不
可能ʱな者として、຿主主ٝのܿؗをึ׮するプロセスのなかで、ޕいのࠫҡを໲題Կしながら、ݽ定
Կされたو൥やҒ置を༵るがし、ݑѳやഋঈのخ൭そのものを֩ཛྷする可能性を࣍っていることを໎ら
かにした。 
 

ʴࢱ名ʵඡ 新ӏ 
ʴ指導教ҽʵ⼤ܛ࢛ ڰʤIGS ०教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵ୉࿊͹୉ָਫ਼͹म৮׈ಊͶ͕͜Ζジェンダーࠫพʗೖຌޢ઒ߊ͹ঃָࢢਫ਼ͳγーϑ
ηʀΠΤφλーεンήࢊ業Ͷ஭⽬してʗ 

ʴ要ࢭʵ 
本研究は、中国・⼤࿊ࢤの⼤ଖ⼥性が就৮においてݩܨしているジェンダーࠫพについて、この地Ү

のࢊײخ業であるೖ本向͜γービス・Πウトλーシングࢊ業に঱点をあてて実ৄ的にݗ౾するものであ
る。۫ର的には、ชݛ研究にՅえ、2020 年 8 ⽉から 10 ⽉にか͜て⼥性 8 名、஋性 1 名の調査対ে者に
対してߨったൔ構ଆԿインνビϣーにخͰき、⼤࿊の⼤学でೖ本ޢを学Ξだ⼥性たちが就৮においてܨ
 。しているࠫพの実態をあきらかにしたݩ
 
 
˖ IGS 所଒教ҽが副査を務めた 2020 年度ദ࢞前期課ఖ修྅者・ദ࢞後期課ఖ学Ғ取ಚ者と࿨ชν
イトル 
 

ദ࢞઴غ՟ఖʤジェンダーऀճՌָ઒ߊʥर྅ं 
ʴࢱ名ʵࢃ؛ ཇ⼦ 
ʴ副査ʵ⼤ܛ࢛ ڰʤIGS ०教授ʥ 
ʴ修࿨νイトルʵϜンΪͶ͕͜Ζジェンダーනݳ͹ேકʗघ௫ࡠ඾ͳണඎࡠ඾Ͷ͕͜Ζඉఱܗ੓พΫ
ϡϧένー͹෾ੵ͖Δʗ 
 

ദغޛ࢞՟ఖʤジェンダーָࡏ研究઒ߊʥָҒखಚं 
ʴࢱ名ʵࢃ本 ࠭س 
ʴ副査ʵ⼤ܛ࢛ ڰʤIGS ०教授ʥ 
ʴദ࿨νイトルʵh ͵Ξͳ͖ΏΖʱ͞ͳͲ૓ΔΗΖೖ৙ʗݳେΠϩジェϨΠঃ੓͹༙ঊՊ಼࿓ಉͶΊΖ
ࣰભ的કढ़ 
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